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研究成果の概要（和文）：　インターネット森林観察サイトに新たに北海道の原生林（富良野市）とオオミズナ
ギドリ営巣地無人島の船越大島（岩手県山田町）を加えた。いずれも現地到達が困難な原生自然地である。これ
らを含む８サイトを用いて、竜王小学校（山梨県甲斐市立）児童を対象に、東京大学富士癒やしの森サイトでの
現地体験学習を含む自然環境学習授業「森から見える」を２ヶ年に渡り実施した。その結果、児童は現地観察経
験をもとに、遠隔の森林との時刻や季節の違いを発見し、サイトの観察を通じて新たな動物行動などの自然生態
を発見した。岩手県大槌町サイト観察から現地大槌学園との交流授業に発展させ、他者を意識した調べ学習授業
への活用を実証した。

研究成果の概要（英文）：  We added new two forest observation sites, as Maeyama (Furano City, 
Hokkaido) and Funakoshi-Oshima (Yamada Town, Iwate), installed a live monitoring systems connected 
to Internet. Both of these are wildlife nature where it is difficult to go and observe the field. 
Using 8 sites including these, 2 years a natural environment learning lesson of the Ryuoh Elementary
 School (Kai, Yamanashi), named "observed from the forest" , including local real experience at the 
University of Tokyo Fuji Iyashinomori forest site have done. 
  As a result, the school children found the difference in time and season with the remote forest 
based on the field observation experience, and discovered the natural ecology such as new animal 
behavior through observation of the site. Remote Hyotanjima monitoring site (Otsuchi, Iwate) 
observation by them developed into an exchange class with the remote Otsuchi Gakuen, and conducted 
an experimental study of the use for examination learning lesson conscious of others.

研究分野： 自然環境景観学
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１．研究開始当初の背景 
 近年こどもを取り巻く情報環境について、
総務省(2009)「インターネットの特性を踏
まえた情報の受発信・情報交換についての
指導内容等に関する調査研究」は、携帯電
話やインターネットなど ICT メディアを
日常的な利用が進むなかで、これらに関わ
るトラブルや事件の発生を報告している。
また総務省(2009)「通信利用動向調査」
（2009 年）は、インターネットには虚実が
混在するため、情報の適切な評価の能力を
高めるメディアリテラシー教育が必要とし
ている。本研究は、インターネット上に、
原生的自然由来の森林を情報源情報とする
良質なコンテンツを提供することが、メデ
ィアリテラシー教育と同等に重要と考えた。
なぜなら本来インターネットは、空間と時
間を越えた非同期コミュニケーションツー
ルとしての特性があり、ICT を活用した新
たな社会の構築はこどもの将来に対する重
要な責務である。 
 子供の自然体験について Carson(1965)は、
その著 "sense of wonder"に、『知ることは感じ
ることの半分も重要ではない』と述べ、子供の
成長において、先ず自然に対して驚嘆を感じ
る感性(sense)が重要であり、「感じること」の次
に自然への探求心「知ること」につながると指
摘している。日常で自然に触れる機会が減少
しているこどもにとって、その情報環境の中
に、自然の森林から加工や編集無しに発信す
る情報源情報は、今の子どもを取り巻く情報
環境に必要だと考えた。 
 インターネットの先にある本物の自然 
 
２．研究の目的 
 高度情報化の中でゲームやソーシャルメ
ディアなど人工的要素過多にあるこどもの
情報環境に、森林から気象情報と感性情報
（映像と音）とをライブ配信し、蓄積公開
する「インターネット森林観察サイト」を
構築し試験配信運用を進めたが、遠隔森林
に対し専門家が解説を加えると興味を持つ
が、人工音により継続的な興味が阻害され
た。本研究は、人工音の無い原生的自然な
森林２カ所を新たに情報源とし、同時に現
地の研究者による解説情報を定期更新して
拡充をはかりこどもが本物の遠隔森林に興
味を持ち続ける改善を試みる。さらにライ
ブモニタリングに頻繁に接することで、遠
隔地の動植物の季節と経年変化に気づき、
観察が継続できるための情報の種別、配信
方法、提示方法を明らかにし、教材を試作
し実践授業により有効性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 サイバーフォレストは「インターネット
の先にある本物の自然」を掲げ、国内６カ
所に森林観察サイトを運用しているが、さ
らに圧倒的な原生自然地２カ所を加えるこ
とで、児童生徒がより強い興味を抱く自然

地のライブモニタリング提供するために、
以下の２カ所を加えて森林観察サイトを拡
充する。 
 東京大学北海道演習林（北海道富良野市）
前山保存林地点と、船越大島地点（岩手県
山田町の無人島：タブノキ自生地の北限・
岩手県天然記念物）に、ソーラー電源シス
テムと衛星ネットワークを用いてライブモ
ニタリングシステム（マイク、ウェブカメ
ラ、）を設置し稼働される。 
 これら２点を加えた８地点からなる森林
観察サイトが提供する映像と音声データを
教材とした自然環境学州授業案を、小学校
での授業実践を進めながら実証的に開発す
る。 
 
４．研究成果 
 圧倒的原生自然地へのライブモニタリン
グシステムの設置・運用開始は、前山保存林
は 2014 年 9月に設置開始し 10月 5日より運
用開始し、現在は 12 月の冬季積雪期の太陽
光発電不足時期を除き順調に運用を続けて
いる。船越大島は、2014 年 8月より設置開始
し、8 月 26 日より運用を開始した。後者は、
2016 年 1 月 18 日の高波で電源システムが故
障して停止し、その後同年 8 月 30 日の台風
10 号の高潮高波で電源システムとネットワ
ークシステムが全て消失してしまい、復旧で
きないままとなった。電源とネットワークの
無い原生自然地でのインターネット森林観
察サイトのための現地システムの運用は、断
続的に１日総計 8時間程度であり、自然災害
による故障や破壊などを考慮すると数年以
上のメンテナンス継続による経験が必要な
ことが明らかになった。 
 自然学習授業案開発については、研究協力
者・奥山賢一竜王小学校校長の協力を得て、
森林観察サイトの１つ、東京大学富士癒しの
森研究所のある山梨県内の竜王小学校５年
生を対象に行った。H27,28 年度に児童らの現
地体験学習地とし、2 時間程度の体験学習を
行った。事後振り返り時に体験学習地で撮影
した映像提示したところ、児童らは、この映
像コンテンツを通して体験学習の経験をも
とにした事後調べ学習に、フィールド経験を
意識しながら取り組むことができた。現地体
験をした森林観察サイトに加えて他の森林
観察サイト観察への興味を持ち、異なるフィ
ールドの季節変化や日照の違いなどを類推
するなどを行った。映像コンテンツは、児童
らが活動している様子と、それに続いて同じ
場所に現れた野生動物（シカ、鳥類など）の
様子から構成される。さらに、インターネッ
ト自然観察サイトのひょうたん島ライブモ
ニタリング（岩手県大地町）に興味を持ち、
町内の大槌学園と連絡を取ってインターネ
ット越しにお互いの強度の自然や文化につ
いて相手意識を持って説明し質問や情報交
換を行う交流授業へと発展した。 
 いつでもどこからでも観察できるインタ



ーネット観察サイトが、小中学校の授業の中
で、身近な１地点の現地体験学習が、これを
含む他の遠隔自然への興味関心を引き起こ
し、さらに遠隔地の児童生徒との交流から、
さらに自身の身のまわりの自然や歴史／文
化を調べて他者に伝える学習にまで有用で
あることの事例を示した。 
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